
平成 29 年、庄司校区では、少子高齢化が進むなか、安全・安心な暮らしを守るた

め、また地域における様々な福祉課題を解決する目的で、校区社会福祉協議会が主と

なり関係機関・団体との連携のもと第一次計画「みんなで支えあう安全・安心・災害

に強いまち庄司」を掲げ 2017 年～2021 年の 5 年をかけ実施。その中でも基本目標 1

に重点を置き、校区民の協力のおかげで“おたすけ隊結成及び活動、翌年には避難所の

確保”など成果をあげることができました。 

第一次計画で達成出来なかった目標については、第二次計画へ継続し実施予定です。 

校区の課題を解決していくことが、今後の庄司校区を「より住みよい町へ」と変え、

若い世代へ繋げる礎になると信じています。 

最後に、第二次計画の策定にあたりご尽力頂きました皆さまへ感謝申し上げますと

共に、今後第二次計画を実施していく中で校区の皆様のご協力がなくてはなりません、

どうぞよろしくお願いいたします。 

庄司校区社会福祉協議会 会長 猿渡 一正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○重＊災害時の福祉救援 

体制づくり 

   ＊校区歳末防犯防火夜警 

＊避難訓練・大掃除 

＊なんでもありの 

運動会 

○重＊健康長寿のまちづくり 

＊保健・福祉相談 

  ＊認知症に関する講習 

  ＊交通安全に関する講習 

  ＊ラジオ体操 

  ＊健康講話・健康教室 

  ＊花見・ウォーキング 

＊みなと祭り・総踊り 

＊さいわい幼稚園と清掃 

 活動 

＊お遊戯・昼食交流会 

 

＊お料理教室 

＊ふれあい研修旅行 

 

＊ふれあいサロン 

＊敬老会 

＊クリスマスコンサート 

＊雛祭り・端午の節句 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

基本目標１ 

安全・安心・災害に 
強いまちをつくろう 

基本目標２ 

交通事故と認知症 
から高齢者を守ろう 

基本目標３ 

多世代の人々との 
つながりを深めよう 

基本目標４ 

人材育成を図ろう 

基本目標５ 

文化を伝承していこう 

安全で住みよい街、ファミリープラン 
～校区のみんながファミリーです～ 

庄司校区では、小地域福祉活動第一次計画を策定し、2017 年から５年間、住み慣れた地域で安心・安全に暮らせるよ

う、取り組んできました。第一次計画の成果と課題を踏まえ、この第二次計画においても、関係機関や団体と連携し、５つ

の基本目標を達成するため重点実施項目に取り組み、地域共生社会の実現にむけて、福祉のまちづくりを進めます！ 

基本理念＊みんなで支えあう 安全・安心・災害に強いまち 庄司 

小地域福祉活動第二次計画に向けて 

 



 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小地域福祉活動計画策定委員  
所属団体 

庄司校区 
社会福祉協議会 

庄司校区 
まちづくり協議会 

庄司校区 
朗友会 

庄司校区 
婦人会 

◎ 校区全体で災害に対する意識を高め、一人も置き去りにせず、住民の命を守るまちづくりを進めます。 

◎ 災害時にはおたすけ隊による避難支援を行うとともに、公民館の生活相談機能を活用し、身近な困りごと 

に対応する生活支援活動を進めます。 

＊取組内容＊ 
避難所・危険箇所の確認  防災マップの作成・管理  防災だよりの発行 

テーマ別に災害に備えた訓練・話し合い  おたすけ隊の活動 

◎ 認知症や地域の安全に対する意識を高め、高齢者や支援を必要とする人を地域みんなで支えます。 

◎ 校区のあらゆる世代が集える行事や居場所を作り、顔の見える関係づくりをすすめ、誰もが安心して 
暮らせるまちにします。 

◎ 関係機関との連携を強化し、支援を必要とする人を守ります。 

＊取組内容＊ 

認知症に関する講習の開催  交通安全に関する講習の開催  居場所づくり  ラジオ体操 


